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片品村鎌田

新
病
院
建
設
の
実
現
へ

謹
ん
で
新
年
の

　 

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す

　
昨
年
は
兎
年
に
ふ
さ
わ
し
く
飛
躍
の
年
に

し
た
い
と
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
４
月
よ
り
全
国
の
民
医
連
か
ら
「
利
根
沼

田
の
地
域
医
療
を
守
る
」
を
合
言
葉
に
、
利

根
中
央
病
院
に
医
師
支
援
を
い
た
だ
き
、
職

員
が
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
医
師
体
制
で
は
新
た
な
確
保
が

す
す
み
前
進
面
も
で
て
き
て
い
ま
す
。

　
３
・
11
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
震
災
当

日
か
ら
利
根
中
央
病
院
職
員
が
現
地
の
医
療

支
援
に
向
か
っ
た
の
を
は
じ
め
、
そ
の
後
も

当
生
協
か
ら
30
人
が
継
続
的
に
支
援
活
動
に

入
り
ま
し
た
。
ま
た
片
品
で
は
村
や
診
療

所
・
支
部
等
で
協
力
し
、
被
災
者
の
支
援
に

あ
た
っ
て
き
ま
し
た
。

　
昨
年
５
月
開
設
の
「
生
協
み
な
か
み
歯

科
」
で
は
、
組
合
員
と
職
員
の
“
お
も
い
”

を
“
か
た
ち
”
に
し
て
き
た
実
績
が
大
き
な

宝
と
な
り
、
地
域
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
原
動
力

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
こ
そ
は
、
新
病
院
建
設
の
実
現
へ
向

け
、
組
合
員
と
職
員
の
知
恵
と
力
を
い
っ
そ

う
結
集
し
ま
し
ょ
う
。

　
新
年
に
あ
た
り
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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魚油に含まれる DHA は脳の動きを活発にし､ 認知症の予防に効果があります｡
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新
病
院
建
設
の
実
現
へ

地
域
医
療
守
る
を
合
言
葉
に

利
根
保
健
生
活
協
同
組
合

　
　
　
理
事
長
　

山  
田  

忠  

夫

頌春

こどもたちが

安心してくらせる社会をつくろう



　

12
月
３
日
、
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
21

で
、「
原
発
問
題
学
習
会　

被
害

者
体
験
を
聞
く
」
が
行
わ
れ
、
１

０
０
人
を
超
え
る
参
加
者
が
耳
を

か
た
む
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
は
、
東
日
本
大
震
災

と
、
同
時
に
発
生
し
た
福
島
第
１

原
発
事
故
で
被
災
し
た
、
浜
通
り

医
療
生
協
か
ら
組
合
員
・
職
員
四

人
を
招
い
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

震
災
時
、
津
波
で
自
宅
が
流
さ

れ
た
り
、
兄
弟
が
津
波
に
襲
わ
れ

九
死
に
一
生
を
得
た
話
。

　

写
真
を
紹
介
し
な
が
ら
「
一
夜

に
し
て
七
万
人
に
も
及
ぶ
人
々
が

避
難
し
た
ん
で
す
。
皆
さ
ん
想
像

が
つ
き
ま
す
か
。
家
に
帰
る
の
に

も
許
可
が
い
る
ん
で
す
よ
。
元
に

戻
る
に
は
30
年
は
か
か
る
。
私

は
『
ふ
る
さ
と
』
を
歌
え
ま
せ

ん
。」
と
切
実
な
話
で
し
た
。

　

ま
た
、
事
故
当
時
に
原
発
現
場

に
い
た
労
働
者
（
生
協
組
合
員
）

は
、「
水
素
爆
発
を
避
け
る
た
め

水
蒸
気
を
抜
く
作
業
で
は
、
全
身

に
汚
染
水
を
浴
び
な
が
ら
に
ゾ
ッ

と
し
た
」
と
、
知
ら
さ
れ
て
い
な

い
過
酷
な
実
態
に
は
、
驚
き
と
と

も
に
怒
り
が
湧
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、「
た
だ
涙
す
る
し

か
で
き
な
い
話
だ
っ
た
」、「
生
の

声
を
聞
き
、
脱
原
発
以
外
に
な

い
。
命
を
守
る
。
と
言
う
こ
と
の

あ
り
方
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
」
と

感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
学
習
会
は
、
利
根
保
健
生

協
、
利
根
沼
田
社
会
保
障
推
進
協

議
会
の
共
催
で
し
た
。

利 根 の 保 健

DHA は体内では合成されないので､ 食事で一日に１グラムほどとるのが目安です｡

（２）第508号2012年１月１日（毎月1回1日発行）

よ
う

　

 

こ
そ

11
月
の

新
加
入
者

11
月
分

新
し
い
仲
間

増
資
者
一
覧

▼
11
月
の
新
加
入
者
は
名
義
変
更
を
含
め
て
七
十
人
で
し
た
。（
敬
称
略
）

▼
11
月
の
増
資
は
九
三
六
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
一
覧
へ
の
紹
介
は
、
紙
面
の
都
合
上
10
口
単
位
に
到
達
し
た

　

一
六
二
人
の
方
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ご
了
承
下
さ
い
。　
　
（
敬
称
略
）

▼
毎
月
一
万
単
位
に
到
達
し
た
方
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
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明　

精
一

　
（
110
口
以
上
）

阿
部　

政
二

後
藤
伝
三
郎

　
（
100
口
以
上
）

阿
部　

尚
治

高
橋　

律
夫

尾
上　

恭
一

松
田　

久
夫

　
（
90
口
以
上
）

斉
藤　

栄
二

須
藤　

ち
よ

大
和
田
武
志

三
森　
　

晧

　
（
70
口
以
上
）

高
橋
壮
太
郎

増
田　

善
市

　
（
60
口
以
上
）

真
庭
直
次
郎

　
（
50
口
以
上
）

鈴
木　
　

充

阿
部　

友
次

木
村
か
よ
子

　
（
40
口
以
上
）

星
野　

友
重

増
田　

宗
久

増
田
は
る
江

　
（
30
口
以
上
）

熊
木　
　

葵

阿
左
見
次
男

阿
部　

圭
助

　
（
50
口
以
上
）

山
口　

峰
子

　
（
40
口
以
上
）

中
島　

博
信

林　
　

幸
男

村
上　

広
志

　
（
30
口
以
上
）

小
野　
　

博

大
塚　
　

正

　
（
20
口
以
上
）

林　
　

金
枝

山
口　

純
一

石
井
マ
サ
ノ

髙
柳
な
お
み

　
（
10
口
以
上
）

山
口　

正
雄

宮
西　

一
男

江
口　

幸
男

林　
　
　

正

〈
新
治
支
部
〉

　
（
320
口
以
上
）

田
村　

照
代

　
（
10
口
以
上
）

山
田　
　

清

野
島　

幸
恵

〈
昭
和
東
支
部
〉

　
（
1100
口
以
上
）

杉
木　

哲
二

　
（
80
口
以
上
）

根
岸　

幸
子

　
（
50
口
以
上
）

加
藤　

和
夫

〈
職
域
〉

　
（
40
口
以
上
）

星
野　

増
夫

佐
藤　

好
司

増
田　

福
寿

阿
部　

正
美

宮
崎　

紀
由

金
古　

昭
二

須
田　

嘉
彦

　
（
20
口
以
上
）

須
田　

秀
夫

鈴
木
二
三
男

今
井　

達
治

原
沢　

由
紀

岩
本
み
る
子

唐
沢　

常
吉

尾
渕　

秀
子

　
（
10
口
以
上
）

高
橋　

定
次

桑
原　
　

勝

高
橋　

利
充

田
村　

辰
雄

高
橋
り
ゆ
う

〈
水
上
支
部
〉

　
（
510
口
以
上
）

穂
苅
タ
ツ
ノ

　
（
320
口
以
上
）

小
林　

忠
雄

　
（
300
口
以
上
）

木
村　

タ
ケ

　
（
250
口
以
上
）

林　
　
　

章

　
（
230
口
以
上
）

雲
越　

良
昭

　
（
220
口
以
上
）

林　
　

正
之

高
柳　

初
雄

　
（
190
口
以
上
）

吉
野　

仍
次

　
（
180
口
以
上
）

鈴
木　

八
郎

bbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb

bbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb

bbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb

bbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb

bbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb

1
月

利
根
中
央
病
院
敷
地
内
全
面
禁
煙
へ

４
日　

仕
事
始
め

６
日　

役
職
員
年
頭
集
会

７
日　

㈶
日
本
医
療
機
能
評
価
機
構　

　
　
　

医
療
機
能
評
価Ver6

.0

認
定

2
月

12
日　

役
職
者
研
修
会

　
　
　

利
根
沼
田
九
条
の
会
６
周
年
集

　
　
　

会
（
80
人
）

14
日　

虹
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
統
一
行
動

　
　
　
（
12
人
）

19
日　

第
４
回
医
療
講
演
＆
懇
談
会　

　
　

（
前
立
腺
が
ん
に
つ
い
て　

46
人
）

3
月

６
日　

第
26
回
囲
碁
大
会
（
54
人
）

８
・
９
日　

高
校
生
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ

　
　
　
　
　

ッ
フ
体
験 

11
日　

東
日
本
大
震
災
発
生

　
　
　

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
第
一
陣
出
動
、
以

　
　
　

降
延
べ
４
回
16
人　
　
　
　
　

　
　
　

医
療
支
援
延
べ
14
人

13
日　

第
34
回
保
健
組
織
活
動
交
流
集

　
　
　

会
（
み
な
か
み
204
人
）

19
日　

利
根
沼
田
社
会
保
障
推
進
協
議

　
　
　

会
再
建
総
会

　
　
　

加
盟
六
団
体
代
表
ら
24
人

24
日　

定
年
退
職
者
を
送
る
会

25
日　

高
校
生
一
日
医
師
体
験

　
　
　

献
血
車
来
所

27
日　

ど
ん
ぐ
り
保
育
園
卒
園
式　
　

 

4
月

1
日　

新
入
職
員
入
協
式
（
26
人
）

　
　
　

民
医
連
医
師
支
援
開
始

９
日　

生
協
み
な
か
み
歯
科
内
覧
会

5
月

２
日　

生
協
み
な
か
み
歯
科
診
療
開
始

10
日　

第
３
回
支
部
対
抗
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　

ゴ
ル
フ
大
会
（
み
な
か
み
500
人
）

6
月

６
〜
７
月
「
班
づ
く
り
班
会
開
催
月
間
」

　
　
　
　

「
教
育
学
習
月
間
」

４
日　

利
根
沼
田
社
保
協　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
学
習

　
　
　

会
（
30
人
）

10
日　

第
35
回
通
常
総
代
会
（
276
人
）

11
日　

第
25
回
赤
ち
ゃ
ん
同
窓
会　

(

26
組
）

23
日　

病
院
春
の
消
防
訓
練

30
日　

利
根
中
央
病
院
内
一
斉
清
掃  

7
月

９
日　

利
根
歯
科
・
子
ど
も
歯
の
保
健
教

　
　
　

室
（
21
人
）

10
日　

国
民
平
和
大
行
進
「
網
の
目
コ
ー

　
　
　

ス
」(

110
人
）

13
日　

国
民
平
和
大
行
進
「
基
幹
コ
ー
ス
」

　
　
　

(

90
人
）

24
・
27
日　

高
校
生
一
日
看
護
師
体
験

8
月

23
日　

片
品
診
療
所
・
禁
煙
外
来
開
始

７
〜
９
日　

原
水
禁
世
界
大
会
広
島
（
代

　
　
　
　
　

表
４
人
）  

11
・
12
日　

平
和
の
た
め
の
戦
争
展 (
グ

　
　
　
　
　

リ
ー
ン
ベ
ル
21
）

12
日　

高
校
生
一
日
医
師
体
験

19
・
20
日　

利
根
沼
田
平
和
美
術
展(

沼

　
　
　
　
　

田
中
央
公
民
館)

18
・
19
日　

利
根
沼
田
社
保
協
・
自
治
体

　
　
　
　
　

懇
談

28
日　

老
健
と
ね
夏
祭
り
（
150
人
）

20 

・
21
日　

高
校
生
一
日
看
護
師
体
験

31
日　

献
血
車
来
所

9
月

３
日　

医
療
講
演
＆
懇
談
会
「
脳
卒
中
と

　
　
　

予
防
」（
60
人
）　

22
日　

関
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
組
合
員
活
動
交

　
　
　

流
集
会
・
埼
玉
（
52
人
）

28
日　

生
協
本
部
事
務
所
移
転

30
日　

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ヨ
ー
ガ
教
室
開
始

10
月

10
月
・
11
月　

生
協
強
化
月
間

１
日　

組
合
員
通
院
支
援
開
始

２
日　

第
13
回
Ｗ
Ｈ
Ｏ
ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ
ン

　
　
　

ト
・
川
田
（
17
人
）

４
日　

病
院
医
療
監
視

10
日　

精
神
科
病
棟
閉
鎖

16
日　

第
29
回
く
ら
し
と
健
康
ま
つ
り　

　
　
　
（
三
千
人
）

27
日　

第
43
回
県
生
協
大
会

　
　
　

(

片
品
支
部
、
昭
和
東
支
部
糸
井

　
　
　
　

中
宿
班
受
賞
）

20
日　

い
の
ち
ま
も
る
10
・
20
国
民
集
会

　
　
　
（
９
人
）

29
日　

市
民
公
開
講
座
「
賢
く
選
ん
で
受

　
　
　

け
よ
う　

が
ん
検
診
」（
76
人
）

30
日　
「
な
く
せ
原
発
」
福
島
集
会
（
25
人
）

11
月

12
日　

大
規
模
災
害
を
想
定
・
多
数
傷
病

　
　
　

者
受
け
入
れ
訓
練

19
日　

健
康
チ
ェ
ッ
ク
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

　
　
　

講
座
（
31
人
）  

21
日　
「
人
間
ド
ッ
ク
健
診
施
設
機
能
評

　
　
　

価Ver2
.0

」
受
審　

24
日　

秋
の
消
防
訓
練

25
日　

沼
田
利
根
医
師
会
情
報
交
換
会　

12
月　

  
３
日　

原
発
問
題
学
習
会

　
　
　
「
被
災
者
の
体
験
を
聞
く
」(

105
人
）

　
　
　

第
26
回　

赤
ち
ゃ
ん
同
窓
会（
27
組
）

29
日　

仕
事
納
め

諸
会
議
・
委
員
会
関
連

　

理
事
会
（
毎
月
最
終
土
曜
日
）　

　

正
副
支
部
長
会
議(

５
回
）

　

理
事
会
総
務
委
員
会
（
４
回
）

（
改
組
）
常
任
理
事
会（
６
月
よ
り
月
１
回
）

　

組
織
委
員
会
（
10
回
）

　

社
保
委
員
会
（
９
回
）

「
利
根
の
保
健
」
編
集
委
員
会
（
月
２
回
）

　

利
用
委
員
会　

　
　
　

利
根
中
央
病
院　

６
回

　
　
　

片
品
診
療
所　

６
回

　
　
　

利
根
歯
科
診
療
所　

６
回

　
　
　

老
健
と
ね　

１
回　
　
　
　
　
　

　
　
　

生
協
み
な
か
み
歯
科　

４
回

２
０
１
１
年

原発に驚きと怒りが・・・

問い合せ先 総務部 小林 0278-22-6060

2012年4月入職の事務職員を
募集いたします。
対 象 者 大卒以上、30歳以下
採用人数 若干名

締め切り 1月20日
応募方法 履歴書送付

事務職員募集

群馬県では、子どもの調子が悪くなったとき、すぐに受診
した方がよいか、家庭でどのような対処をしたらよいか、
夜間や休日に電話で相談に応じています。

「お医者にかかるべき？」と迷ったら
「♯8000」に電話を！

休日・夜間  子どもの病気やケガ

月～土　18時～翌朝8時 日・祝日・年末年始　９時～翌朝8時

問い合せ先　医局事務課　狩野

医療懇談会のお知らせ
日　時 2012年2月4日㈯午後2時開始

場　所 利根中央病院 講堂（ひさご食堂隣り）

テーマ 高齢者に多い皮膚疾患

講　師 利根中央病院
        皮膚科医長　曽我部陽子

▲「南相馬市の避難者と地元組合員の交流」 
　片品診療所でふれあい　楽しいひと時

▲囲碁将棋クラブを結成。これを楽しみに来て   
　います。笑顔で頭をフル回転。
　　（老健とね）

▲健康チェックサポーター養成講座
　サポーター31人誕生！

2011 年のあゆみ

元に戻るのに30年



一人は万人のために 万人は一人のために

特にイワシ､ 鮟肝（あんきも）､ 青魚などに多く含まれており､ イワシのつみれ汁などでとるのがお勧めです｡

（３） 第508号2012年１月１日（毎月1回1日発行）

11月班会開催一覧

し
ら
じ
ら
と
街
は
明
け
ゆ
き
初
詣

片

言

が

投

薬

口

と

賀

詞

交

わ

す

利

根

川

の

流

れ

は

早

し

明

の

春

墨

に

じ

む

永

字

八

法

筆

始

武
尊
嶺
の
主
峰
ま
白
に
年
明
く
る

少

子

化

や

新

成

人

に

夢

託

し

胸

張

り

て

光

つ

ら

ぬ

く

弓

始

天
地
に
問
い
て
明
け
た
る
恵
方
道

昇

竜

の

年

へ

大

い

な

る

初

日

小
春
日
や
笛
が
開
始
の
Ｇ
ゴ
ル
フ

ど
ん
ど
や
き
世
代
変
り
の
顔
そ
ろ
う

つ
つ
ま
し
く
生
き
て
年
の
瀬
渡
り
け
り

俎

板

の

音

に

聞

い

て

る

妻

の

乱

初

夢

に

新

病

院

で

受

診

し

た

蠢
け
る
「
牛
肉
半
値
」
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ

ち
ち
ん
ぷ
い
昔
は
効
い
た
お
ま
じ
な
い

沼
田
市
戸
鹿
野
町　
　

戸　

丸　

泰
二
郎

沼
田
市
岡
谷
町　
　
　

金　

子　

千　

春

沼
田
市
高
橋
場
町　
　

山　

口　

雄　

二

沼
田
市
西
原
新
町　
　

増　

田　

昭　

南

昭
和
村
森
下　
　
　
　

真　

下　

章　

子

沼
田
市
中
発
知
町　
　

木　

村　
　
　

峻

沼
田
市
栄
町　
　
　
　

貝　

瀬　

久　

代

沼
田
市
材
木
町　
　
　

小　

林　

永
久
子

沼
田
市
東
原
新
町　
　

桑　

原　

か
ず
子

沼
田
市
東
原
新
町　
　

林　
　
　

睦　

月

沼
田
市
今
井
町　
　
　

今　

井　

ぬ　

い

沼
田
市
硯
田
町　
　
　

阿　

部　

ま　

つ

沼
田
市
薄
根
町　
　
　

加
瀬
田　

フ
サ
エ

み
な
か
み
町
相
俣　
　

三
国
路　

青　

猿

高
山
村
中
山　
　
　
　

木　

村　

浅　

城

み
な
か
み
町
月
夜
野　

林　
　
　

い
く
じ

み
な
か
み
町
粟
沢　
　

眞　

庭　

義　

夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沼
田
市
高
橋
場
町　
　

森　

田　

妙　

子

　
　
　
　
　
　
　

沼
田
市
東
倉
内
町　
　

青　

柳　

満
里
子

　
　
　
　
　
　
　
　

沼
田
市
高
橋
場
町　
　

笛　

木　

睦　

子

　
　
　
　
　

み
な
か
み
町
湯
原　
　

須　

藤　

と
も
子

　
　
　
　
　
　
　
　

沼
田
市
堀
廻
町　
　
　

今　

井　

栄　

一

　
　
　
　
　

沼
田
市
白
沢
町
尾
合　

飯　

田　

清　

子

　
　
　
　
　
　

み
な
か
み
町
下
津　
　

原　

沢　

貞　

子

　
昭
和
村
森
下　
　
　
　

倉　

沢　

さ
な
へ

麻
の
葉
の
産
着
に
白
き
綿
帽
子
戦
時
の
母
が
わ
れ
を
抱

き
笑
む
　
　

寒
き
夜
に
逝
き
た
る
娘
は
ど
の
あ
た
り
空
見
上
ぐ
れ
ば

星
は
ま
た
た
く

小
松
姫
と
語
る
会
場
静
ま
り
て
弾
く
琵
琶
の
音
哀
し
み

誘
ふ
　
　

待
つ
部
屋
の
窓
辺
に
飾
る
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
母
子
の

会
話
の
も
れ
く
る
よ
う
な

冬
至
よ
り
日
は
伸
る
な
ど
一
人
ご
と
雪
か
く
ス
コ
ッ
プ

春
待
つ
思
ひ
に
　
　
　
　
　

震
災
の
復
興
願
ふ
新
年
の
初
日
は
大
き
く
赤
城
山
よ
り

　そ
れ
ぞ
れ
の
収
穫
急
ぎ
短
日
の
畠
仕
事
に
忙
し
く
動
く

　へ
そ
の
緒
が
と
れ
た
ば
か
り
の
曾
孫
は
大
き
な
目
を
し

て
我
を
見
つ
め
る

身
辺
の
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▲組合員の熱い思いに感動！　「第34回保健組織活動交流集会」

▲第29回くらしと健康まつり
　ダンスグループ「T-MIND」の初参加で大盛り上がり！

▲第3回グラウンドゴルフ大会開催
　東日本大震災の復興支援金を募り全地域から500人が
　参加・交流

▲福島大町病院の入院患者受け入れ支援へ
　利根中央病院災害医療支援チーム「DMAT」

▲昨年5月に開設した「生協みなかみ歯科」内覧会

お問合せ　生協本部事業部
　　　通院支援係　0278-22-5050

▲「ひとりにしない・独りにさせない」のテーマで
　 沼田西支部　薄根町6−3・5合同班会

▶
夏
の
「
高
校
生
看
護
体
験
」

　
　
　
　
一
次
救
命
法
を
学
習

組合員通院支援の申込200件
私たちが家まで迎えにうかがいます。

赤い帽子が目印です

支部名 班　名 班  長  名 人数 班 会 内 容

沼田東 材木町11 小 林 永 久 子 5 大腸がんチェック

材木町1 小 野   の ぶ 3 風邪とインフルエンザの違い

材木町2 大 谷   好 子 3 風邪とインフルエンザの違い

上原新町6-2 村 田   定 蔵 5 インフルエンザについて

東原新町13-2 雲 越   タ カ 3 エコノミー症候群の話･血管年齢

西原新町11-1 得 能 　 淑 子 3 エコノミー症候群の話･血管年齢

東原新町1 児 玉   洋 明 4 建設説明会

東原新町5 高 橋   道 子 4 建設説明会

東原新町9 染 谷 は る い 4 建設説明会

東原新町10-2 桑 原   和 子 4 建設説明会

材木町5 松 崎   俊 一 4 建設説明会

西原新町14 西 村   益 美 3 建設説明会

沼田中 西倉内町7-1 田 中   穂 積 4 血管年齢測定･腰痛体操

西倉内町6 土 田   ふ み 4 血管年齢測定･腰痛体操

沼田西 榛名町8-2 金 子 　 く ら 6 温泉班会

榛名町8-1 宮 内 は つ え 3 温泉班会

榛名町3 金 子   恭 子 3 温泉班会

榛名町1-2 戸 部   大 吉 3 温泉班会

薄根町6-3 渡 部 セ ツ 子 5 肺炎とインフルエンザの話

薄根町6-5 片 野   敏 雄 4 肺炎とインフルエンザの話

薄根町6-1 佐 藤   郁 子 6 指圧

沼田南 鍛冶町10 馬 場 半 次 郎 4 大腸がんチェック

鍛冶町6 竹 村 　 健 一 3 大腸がんチェック

利　南 沼須合同 田 中 　   実 4 インフルエンザについて

戸鹿野町１、２ 星 野 　 早 苗 7 年間計画･体組成チェック

上久屋馬場 織 田 澤 澄 世 5 病院見学

池　田 岡谷西 1 牧 野   一 江 6 大腸がんチェック･ダンベル体操

薄　根 恩田合同 穂 苅   勝 代 3 大腸がんチェック

川　田 下川田町宮塚１ 深 津 　 文 子 3 根面カリエスについて

下川田町宮塚３ 深 津 　 京 子 3 根面カリエスについて

下川田町田中１ 茂 木 　 チ ヨ 4 介護保険について･体組成チェック

下川田町田中２ 生 方 志 づ 子 4 介護保険について･体組成チェック

白　沢 尾合上 角 田 　 梅 子 5 食物繊維の話

利根北 高戸谷合同 加 藤   眞 喜 9 感染症について

大楊５ 金 子 　 英 雄 6 大腸がん・ピロリ菌チェック

穴原1･2 中 澤   貞 祇 8 新病院建設について

追貝合同 小 林 　 喜 市 5 筋力トレーニング体操

追貝合同 小 林 　 喜 市 12 筋力トレーニング体操

追貝合同 小 林 　 喜 市 7 筋力トレーニング体操

利根南 南郷合同 鈴 木   照 夫 12 体組成チェック･建設説明会

片　品 菅沼合同 大 竹  敏 彦 4 インフルエンザ予防接種班会

菅沼合同 戸 丸 　 長 太 3 インフルエンザ予防接種班会

築地 桑 原   り つ 5 インフルエンザ予防接種班会

川　場 中野合同 宮田  貴美子 6 血管年齢測定･ノロウイルスの話

月夜野東 後閑上入 佐 藤 　 興 5 ボケ予防の話･尿チェック

後閑下入 渋 谷   典 子 6 ボケ予防の話･尿チェック

真庭政所 大 谷 ス ミ 子 12 温泉班会

下牧原の中 山 田 八 重 子 3 心臓の話

下牧原－２ 高 橋 　 ミ ネ 3 心臓の話

新　治 猿ヶ京合同 高 橋   米 子 10 ひらひら体操･指の運動

猿ヶ京合同 都 丸   君 子 9 ひらひら体操･指の運動

猿ヶ京合同 高 橋   米 子 9 指の運動･体身体操

猿ヶ京合同 都 丸   君 子 9 指の運動･体身体操

須川十二河原 田 村 　 照 代 7 体組成チェック

昭和東 糸井中宿 須 藤 　 澄 子 4 紅葉狩り

職域・他 コスモス 中 島 　 三 枝 11 レインボー体操

コスモス 中 島 　 三 枝 13 ストレッチ･レインボー体操

コスモス 中 島 　 三 枝 10 レインボー体操

MOB 山 田 周 一 郎 4 骨粗鬆症の話

病棟・他 ふれあいの輪 白 井 サ ユ リ 13 高血圧について

どんぐり保育園 高 橋 い づ み 11 フッ素班会

総　計 61 350



利 根 の 保 健

受験生など学力の向上に効き目があると､ 給食の献立にとりいれる学校もふえています｡

（４）第508号2012年１月１日（毎月1回1日発行）
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永
井 
章
子

墨絵「干支」
沼田市鍛冶町　馬場 半次郎

墨絵「ばら」
沼田市東原新町　斎藤 きし子

切り絵「いこいの家」
沼田市東原新町　牧野田 俊男

スケッチ刺繍「やさしい月」
沼田市柳町　石倉 し子

ペーパーフラワー「彼岸花とバラ」
沼田市上沼須町　林　 幸 子

油絵「語らい」
沼田市久屋原町　中澤 知子

切り絵「子持山」
沼田市東原新町　児玉 洋明

切り絵「私の家」
昭和村糸井　加藤 とよ

切り絵「いろはにほへと」
昭和村糸井　須藤 澄子


